
学校番号 T3024 

平成 31年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版 新 高校の数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業は基本的にプリントで学習していきます。 

・例題→演習の流れが基本です。 

・黒板を写すだけでなく、自ら考え取り組んでいきましょう。 

・残った演習問題は必ず家で学習しましょう。 

・新しい単元の学習だけでなく状況に合わせて復習もその都度入れて進めていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

式の計算・複素数と２次方程式、図形と方程式について理解し、基礎的な知識を身につけさせる。

また、これらに関する問題を表現・処理する技能を習熟させ、身につけた知識や技能を用いて事象

を数学的に考察し処理する能力を伸ばし、活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

１年次の内容、式の計

算・複素数と２次方程

式、図形と方程式の考

え方に関心をもつと

ともに、数学のよさを

認識し、それらを事象

の考察に活用しよう

とする。 

事象を数学的に考察

し表現したり、思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

することなどを通し

て、１年次の内容、式

の計算・複素数と２次

方程式、図形と方程式

における数学的な見

方や考え方を身につ

けている。 

１年次の内容、式の

計算・複素数と２次

方程式、図形と方程

式において、事象を

数学的に表現・処理

する仕方や推論の方

法などの技能を身に

つけている。 

１年次の内容、式の

計算・複素数と２次

方程式、図形と方程

式における基本的な

概念、原理・法則な

どを体系的に理解

し、知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

授業に取り組む意

欲・態度の観察 

授業プリントの提出 

出席状況 

授業に取り組む意

欲・態度の観察 

授業プリントの提出 

定期考査 

授業プリントの提出 

定期考査 

授業プリントの提出 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

式
の
計
算 

展開の公式 

因数分解 

二項定理 

○  ○ ○ a:展開の事象に関して、乗法公

式・パスカルの三角形を活用し

ようとしている。 

b:整式の除法について、その計

算の仕方や商と余りについて

考察することができる。また、

分数式の四則計算を分数の四

則計算と比較しながらとらえ

ることができる。 

c:整式の除法や分数式の四則

計算ができる。  

d:整式の除法の原理を理解し、

商と余りを求めるための基礎

的な知識を身につけている。ま

た、分数式の四則計算について

理解し、基礎的な知識を身につ

けている。 

 

 

授業に取り組む

意欲・態度の観察 

授業プリントの

提出 

出席状況 

定期考査 

整式のわり算  ○ ○ ○ 

分数式の乗法、除法 

分数式の加法、減法 

 ○ ○ ○ 

後
期 

複
素
数
と
方
程
式 

１年次の復習 

（平方根とその計算） 

  ○ ○ a:数の体系を複素数まで拡張

する意義に気づくとともに、数

を拡張していく過程に関心を

もち、調べようとする。 

b:数を複素数まで拡張する過

程を考察することができる。 

c:複素数の性質を利用して、複

素数の四則計算ができる。ま

た、複素数の範囲で２次方程式

の解を求めることができる。 

d:数を複素数まで拡張するこ

との意義を理解し、複素数の四

則計算についての基礎的な知

識を身につけている。また、複

素数の範囲で２次方程式が常

に解をもつことを理解し、２次

方程式の解の公式、判別式など

について基礎的な知識を身に

つけている。 

 

授業に取り組む

意欲・態度の観察 

授業プリントの

提出 

出席状況 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複素数 

複素数の計算 

○ ○ ○  

２次方程式の解と判別式   ○ ○ 



点
と
直
線 

直線上の点と距離 

直線上の内分点・外分点 

平面上の点と距離 

平面上の内分点・外分点 

 

○ ○ ○ ○ a:座標を用いて平面上の点を

表すことのよさをとらえ、いろ

いろな図形の考察に活用しよ

うとする。 

b:座標を用いて、２点間の距離

や線分の内分点、外分点につい

て考察することができる。 

c:座標を用いて、平面上の点を

表したり、２点間の距離や線分

の内分点、外分点を求めること

ができる。 

d:２点間の距離や線分の内分

点、外分点と座標との関係につ

いて理解し、点と座標に関する

基礎的な知識を身につけてい

る。 

 

 

授業に取り組む

意欲・態度の観察 

授業プリントの

提出 

出席状況 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

後
期 


